
　
白
井
国
際
交
流
協
会
は
３

月
４
日
（
日
）
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル
で

「
世
界
の
ダ
ン
ス
・
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

す
る
。
中
南
米
、
欧
州
、
豪

州
、
ア
ジ
ア
、
日
本
な
ど
の

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
や
ス
ナ
ッ

ク
を
味
わ
い
な
が
ら
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
南
中
ソ
ー
ラ
ン
、

フ
ラ
メ
ン
コ
、
フ
ォ
ル
ク
ロ

－
レ
、
サ
ル
サ
を
外
国
人
と

一
緒
に
楽
し
む
。
ア
マ
チ
ュ

ア
グ
ル
ー
プ
の
合
唱
・
演
奏

も
あ
る
。
時
間
は
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

交
流
協
会
で
は
、
白
井
地
域

に
在
住
、
在
勤
の
外
国
人
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
交
流
協
会
は
ま
た
、
豪
シ

ド
ニ
ー
高
校
生
野
球
チ
ー
ム

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
募

集
中
だ
。
日
程
は
４
月
６
日

（
金
）
〜
４
月
８
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
の
２
泊
。
選
手

は
20
名
（
16
〜
19
歳
で
、
地

元
の
高
校
野
球
や
少
年
野
球

チ
ー
ム
と
交
流
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
申
込
・
問
い
合

わ
せ
も
白
井
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
電
話
０
４
７
・
４

４
５
・
３
３
４
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
７
・
４
４
６
・
０
９
６

３
）
へ
。

　
梨
畑
と
野
菜
畑
に
囲
ま
れ

た
閑
静
な
地
に
、
開
設
10
年

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菊

華
園
が
建
つ
。
３
階
建
て
の

瀟
洒
な
建
物
の
中
に
は
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
滞
在
）

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
て
１
０
０

床
の
老
人
ホ
ー
ム
施
設
、
25

室
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

る
。
パ
ー
ト
職
員
も
含
め
る

と
１
６
０
名
を
超
え
る
ス
タ

ッ
フ
を
擁
す
る
施
設
だ
。

　
全
国
平
均
を
上
回
る
ス
ピ

ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
白
井
市
で
唯
一
の
老
人

ホ
ー
ム
で
も
あ
る
。
当
然
、

入
所
希
望
者
が
多
い
。
が
、

こ
こ
で
も
人
手
不
足
は
深
刻

で
、
今
以
上
に
ベ
ッ
ド
数
を

増
や
す
の
は
難
し
い
。

　
３
６
５
日
、
24
時
間
体
制

の
施
設
と
あ
っ
て
、
猫
の
手

も
借
り
た
い
現
状
だ
が
、
こ

れ
を
圧
迫
し
て
い
る
の
が
膨

大
な
量
の
事
務
処
理
だ
。
介

護
保
険
制
度
の
導
入
以
後
、

「
記
録
、
記
録
」
と
要
求
さ

れ
、
会
議
も
増
え
た
。
「
ス

タ
ッ
フ
は
、
入
居
者
と
触
れ

合
う
時
間
を
削
り
た
く
な
い

か
ら
、
結
局
、
勤
務
時
間
を

大
幅
に
超
え
て
働
く
こ
と
に

な
ち
ゃ
う
」
と
開
設
時
か
ら

施
設
長
を
務
め
る
石
橋
伸
彦

さ
ん
（
43
）
が
嘆
く
。

　
石
橋
さ
ん
は
、
白
井
生
ま

れ
の
白
井
育
ち
。
中
学
生
の

頃
、
北
総
線
の
工
事
で
削
ら

れ
た
土
砂
が
沿
線
に
山
積
み

さ
れ
て
い
た
光
景
を
見
た
。

　
経
理
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
地
元
白
井
の
ス
ポ
ー
ツ

用
具
店
に
勤
務
し
、
10
年
余

り
営
業
マ
ン
と
し
て
過
ご

す
。
市
内
の
学
校
廻
り
も
日

課
だ
っ
た
。
そ
の
間

に
出
会
っ
た
人
々
や

子
供
た
ち
と
の
触
れ

合
い
が
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
。
 

　
「
今
思
え
ば
、
い

い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば
ね
、
中
学
３
年

生
で
も
自
分
の
靴
の

サ
イ
ズ
を
言
え
な
い

子
が
１
人
や
２
人
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
よ
」

　
「
え
っ
！
」
と
驚

く
よ
う
な
話
は
、
そ

れ
こ
そ
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
「
だ
か

ら
人
と
関
わ
る
仕
事

が
好
き
な
ん
で
す
。

楽
し
い
ん
で
す
よ
」

と
屈
託
無
く
笑
う
。

　
平
成
６
年
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建

設
の
打
診
が
あ
っ
た
と
き
、

自
家
の
農
地
を
建
設
地
に
す

る
こ
と
に
迷
い
は
無
か
っ
た

の
か
。

　
初
め
て
白
井
村
（
当
時
）

に
病
院
を
建
て
た
の
は
、
石

橋
源
四
郎
と
い
う
人
物
だ
。

農
地
解
放
で
は
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
地
域
を
ま
と
め
、
村

長
も
務
め
た
。
そ
う
、
石
橋

さ
ん
の
祖
父
で
あ
る
。
父
親

の
忠
夫
氏
（
菊
華
園
理
事
長
）

か
ら
「
親
父
が
初
め
て
の
病

院
、
倅
が
初
め
て
の
老
人
ホ

ー
ム
っ
て
の
も
縁
だ
」
と
励

ま
さ
れ
た
こ
と
も
、
老
人
ホ

ー
ム
建
設
に
踏
み
切
っ
た
理

由
の
１
つ
だ
と
い
う
。

　
建
設
当
初
の
目
の
廻
る
よ

う
な
忙
し
さ
は
、
30
代
前
半

の
若
さ
と
馬
力
で
乗
り
切
っ

た
。
長
く
き
つ
い
仕
事
に
も

拘
ら
ず
、
10
年
も
共
に
頑
張

っ
て
き
た

介
護
ス
タ

ッ
フ
が
９

人
居
る
。

石
橋
さ
ん

に

と

っ

て
、
掛
け

替
え
の
な

い
財
産
で

あ
る
。「
私

の

仕

事

は
、
ス
タ

ッ
フ
が
働
き
や
す
い
場

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
ん
で

仕
事
を
す
れ
ば
、
入
居

者
も
気
持
ち
良
く
暮
ら

せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
」

　
家
族
の
訪
問
や
、
時

折
の
外
出
は
入
居
者
に

と
っ
て
何
よ
り
の
楽
し

み
だ
。
10
周
年
を
記
念

し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
１
日
遊
ぶ
イ
ベ
ン

ト
に
は
16
人
（
職
員
９

名
を
含
む
）
が
参
加
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

く
の
が
好
き
な
人
に
は

職
員
が
付
き
添
う
。
プ

ロ
レ
ス
観
戦
を
し
に
幕

張
メ
ッ
セ
に
行
く
計
画

も
進
行
中
だ
。
規
子
夫

人
と
二
女
、
両
親
の
６

人
家
族
。
　

　
次
の
市
議
会
議
員
選
挙
が

目
前
に
迫
っ
た
今
、
４
年
前

の
公
約
が
ど
れ
だ
け
実
現
し

た
の
か
、
あ
る
い
は
実
現
し

な
か
っ
た
の
か
、
皆
さ
ん
に

ご
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
以
下
は
私
の
正
直

な
自
己
評
価
で
す
。

　
　
　
　
　
＊

　
【
私
た
ち
市
民
が
、
白
井

の
未
来
を
決
め
る
】

　
●
「
市
町
村
合
併
」
は
市

民
が
決
め
る
！
…
私
と
意
を

同
じ
く
す
る
議
員
で
「
住
民

投
票
条
例
」
を
可
決
、
住
民

投
票
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
有
効
投
票
の
７

割
も
の
市
民
が
合
併
に
「
ノ

ー
！
」
を
選
択
し
ま
し
た
。

法
定
合
併
協
議
会
が
進
行
す

る
中
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い

情
報
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
全
く
見

え
て
こ
な
い
合
併
協
議
会

に
、
市
民
の
多
く
が
不
安
を

抱
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
ま
た
、
県
は
前
回

と
同
じ
く
２
市
２
村
で
の
合

併
構
想
案
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、

白
井
は
本
当
に
市
単
独
で
運

営
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
京
葉
地
区
７
市
で
の「
広

域
行
政
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」
に
白
井
市
も
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
合
併
の
動
き
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。
３
月
議
会
の
一
般

質
問
（
２
月
26
日
）
で
、
現

時
点
で
の
市
の
考
え
を
問
い

ま
す
。

　
●
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
が

急
務
…
こ
の
こ
と
は
、
議
員

就
任
後
最
初
の
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
、
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
し
て

提
案
し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
育
成
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
今
、

経
費
削
減
の
た
め
に
も
地
元

Ｎ
Ｐ
Ｏ
育
成
で
真
の
市
民
協

働
を
実
現
し
た
い
も
の
で

す
。

　
●
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

を
各
地
域
に
…
暖
か
み
の
あ

る
地
域
社
会
を
つ
く
る
と
こ

が
、
人
間
関
係
の
希
薄
な
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
に
と
っ
て
は
重

要
な
課
題
で
す
。
が
、
実
現

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
小
学
校
区
単
位
で
の

市
民
自
治
推
進
事
業
を
今
年

度
当
初
予
算
に
盛
り
込
ん
で

着
手
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
私
も
全
面
的
に
後
押
し

し
ま
す
。

　
【
北
総
線
の
「
値
下
げ
」

こ
そ
 
白
井
繁
栄
の
鍵
】

　
●
通
学
定
期
の
割
引
率
を

引
き
上
げ
…
通
学
定
期
割
引

率
引
き
上
げ
は
、
沿
線
各
自

治
体
の
助
成
と
い
う
こ
と
で

実
現
し
ま
し
た
が
、
本
来
は

北
総
鉄
道
が
す
べ
き
も
の
で

し
ょ
う
。

　
●
成
田
新
高
速
鉄
道
へ
の

支
援
…
今
後
も
２
０
１
０
年

の
開
通
が
遅
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
関
係
各
部
門
に
働

き
か
け
ま
す
。

　
●
京
成
と
同
一
運
賃
に
…

問
題
は
開
通
時
に
京
成
と
同

一
運
賃
に
で
き
る
か
ど
う
か

で
す
。
運
賃
値
下
げ
に
は
強

固
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
京

成
で
す
が
、
二
重
運
賃
な
ど

許
せ
ま
せ
ん
。
断
固
、
運
賃

値
下
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　【
恵
ま
れ
た
白
井
の
里
山
、

そ
し
て
農
業
を
守
り
た
い
】

　
●
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心

に
な
っ
て
、
白
井
の
里
山
を

守
る
…
一
般
質
問
で
「
市
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
の
里
山
保
全
に

向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。
地
元
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
少
な
い
事
業
費

で
市
か
ら
委
託
さ
れ
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
市

民
参
加
で
、
白
井
の
財
産
で

あ
る
里
山
を
保
全
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
提
案
し
て

い
き
ま
す
。

　
●
農
業
は
白
井
の
宝
（
農

業
の
活
性
化
推
進
）
…
農
業

に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不

勉
強
な
こ
と
が
多
く
、
実
質

的
な
働
き
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
白
井
の
魅
力

の
１
つ
で
あ
る
「
農
業
」
を

活
性
化
を
せ
ず
に
未
来
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
●
「
地
産
地
消
」
を
推
進

す
る
…
４
月
に
は
国
道
16
号

線
沿
い
に
農
産
物
直
売
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業

が
成
功
す
る
と
、
「
地
産
地

消
」
の
推
進
に
役
立
つ
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
●
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
発
信
地
に
…
都
市
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
に
田
舎
暮

ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う
の

が
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
。

私
は
一
般
質
問
で
も
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
都
会
の
人
た

ち
を
白
井
に
呼
び
込
む
こ
と

で
、
税
の
増
収
と
遊
休
農
地

の
活
用
に
も
つ
な
が
る
と
提

案
し
ま
し
た
。
今
期
基
本
計

画
の
中
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
入
っ

た
こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
。

　
【
行
政
の
ス
リ
ム
化
で
、

税
金
を
有
効
に
使
う
】

　
●
行
政
改
革
の
第
一
歩
、

議
員
定
数
の
大
幅
削
減
へ
…

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
議
員
定
数
・
報
酬
・
政

務
調
査
費
・
費
用
弁
償
の
４

項
目
を
協
議
す
る
「
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
私
も
委
員
の
１
人
と
し

て
１
年
間
協
議
し
ま
し
た
。

私
は
、
議
員
定
数
は
18
議
席

を
主
張
し
ま
し
た
が
、
委
員

会
の
中
で
は
費
用
弁
償
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
は

削
減
す
べ
き
と
の
結
論
が
出

た
だ
け
で
、
削
減
数
ま
で
の

意
見
一
致
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
削
減
派
議
員
だ
け
で
協
議

し
た
場
で
18
議
席
を
主
張
し

た
議
員
が
10
名
も
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
致
を
見
な

い
の
で
２
議
席
を
譲
り
、
20

議
席
で
の
意
見
集
約
を
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
。

こ
の
ま
ま
で
は
定
数
削
減
が

消
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

21
議
席
案
に
賛
成
す
る
英
断

を
下
し
ま
し
た
。
３
議
席
減

り
ま
し
た
が
公
約
の
大
幅
削

減
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
更
な
る
削
減
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
●
「
使
い
切
り
予
算
」
は

廃
止
…
一
般
質
問
に
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
「
使
い
切
り

予
算
」
の
廃
止
に
関
し
て
は
、

必
要
の
な
い
予
算
は
補
正
予

算
で
減
額
し
、
効
率
的
な
予

算
執
行
に
努
め
る
と
い
う
回

答
で
し
た
。

　
●
定
年
退
職
者
を
市
職
員

に
再
雇
用
し
人
件
費
削
減
を

…
こ
れ
も
一
般
質
問
で
提
起

し
ま
し
た
が
、
定
年
退
職
者

の
雇
用
に
関
し
て
は
、
一
般

事
務
で
の
常
勤
は
地
方
公
務

員
法
上
で
の
制
約
が
あ
る
の

で
、
非
常
勤
と
い
う
形
で
専

門
的
知
識
を
活
か
し
た
人
材

の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
回
答
で
し
た
。
人
件

費
削
減
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
提
案
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
【
老
後
に
必
要
な
「
生
き

甲
斐
」「
安
心
」「
い
や
し
」
】

　
●
心
を
癒
せ
る
ペ
ッ
ト
と

暮
ら
せ
た
ら
…
「
ペ
ッ
ト
と

の
共
生
」
へ
の
提
案
は
、
一

般
質
問
で
計
３
回
取
り
上
げ

ま
し
た
。
動
物
愛
護
法
改
正

を
受
け
て
、
動
物
愛
護
先
進

自
治
体
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
設
置
要
望
、
ま
た
野
良

猫
の
問
題
解
決
策
と
し
て

「
地
域
猫
」
へ
の
取
り
組
み

も
提
案
し
ま
し
た
。
動
物
愛

護
推
進
委
員
制
度
も
施
行
さ

れ
、
念
願
の
「
ペ
ッ
ト
と
の

共
生
」
が
動
き
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
●
１
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
を
サ
ポ
ー
ト
…
こ
れ
に
関

し
て
は
、
市
に
対
し
て
良
い

提
案
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
わ
が
白
井
市
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
急
激
な
高
齢
化
が

進
み
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
研

究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
●
生
涯
教
育
充
実
で
生
き

甲
斐
を
…
生
涯
教
育
に
関
し

て
は
、
市
民
大
学
校
を
開
設

す
る
な
ど
、
市
の
取
り
組
み

を
評
価
し
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
私
は
一
般
質
問
の
中
で
、

「
認
知
症
予
防
教
室
」
の
設

置
を
要
望
し
ま
し
た
。
現
在
、

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
が
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治
の

こ

う

し
ょ
う
　

　 

じ
ゅ

ん

じ

提案箱

�しろい通信　　　　　平成19年（２００７）３月号　　　　　　　　

こ
れ
が
４
年
間
の
自
己
評
価
で
す
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幸
正
純
治
は
二
月
二
十
六
日
（
午
前
十
時
頃
か
ら
）
、
市
議
会
で
一
般
質
問
し
ま
す
。ぜ
ひ
傍
聴
に
来
て
下
さ
い
。
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「
世
界
の
ダ
ン
ス
・
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

３月４日

豪
高
校
生
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
募
集

石橋伸彦さん

特別養護老人ホーム
「菊華園」施設長

祖父は白井で最初に病院を建てた

白井唯一の特別養護老人ホーム

「高齢化」で多忙な日々

人と関わる仕事が好き！


